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我が国では、平成 20 年代後半より子供の貧困率に上昇傾向が見られ、平成 25 年には

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































『スポーツと人間』第３巻第２号(pp.93～98）、平成 31 年 3 月 
・松永由弥子・角替弘規「多様化する社会における若者の進路形成に関する一考察～教育
は社会的格差とどう向き合うか～」静岡産業大学論集『スポーツと人間』第４巻第１号
(pp.165～172）、令和 2 年 2 月 
・第 36 期静岡県社会教育委員会報告書『社会教育と子供の貧困～教育と福祉の連携に向
けて～』令和 2 年 10 月 
・小沢修司編『現場からみた「子どもの貧困」対策』京都地域未来創造センターブックレ
ット No.6、公人の友社、平成 30 年 
・貧困研究会編『貧困研究』vol.20、明石書店、平成 30 年 
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